
建築物衛生行政の最近の動向等について

＜空気環境の測定等におけるデジタル技術の活用の検討＞

○ 令和４年12月21日のデジタル臨時行政調査会において、「デジタル原則を踏まえたアナ
ログ規制の見直しに係る工程表」が決定・公表された。

○ 建築物衛生行政においては、空気環境の測定、空気調和設備の定期点検、飲料水・雑用
水の水質検査、ねずみ等の発生防止のための生息調査等について、デジタル技術を活用し
た測定・点検作業の効率化や公衆衛生の確保を目指して、デジタル技術を活用した自動測
定技術の調査、海外動向・導入事例の調査、自動測定と既存方法による測定の比較検証等
を行うとともに、自動測定等のデジタル技術の活用方法や留意点等を検討することとして
いる。

○ 令和４～５年度に厚生科学研究（概要は次ページ参照）で調査研究を行い、並行して令
和５年度から検討会で検討して、令和６年６月までに中間取りまとめを行い、最終取りま
とめは令和７年６月までに行う予定。

資料４



IoT を活用した建築物衛生管理手法の検証のための研究（令和４～５年度）

○BEMSデータの活用手法の調査

・BEMSデータ、既存方法による測定、
自動測定の比較

※ BEMS(Building and Energy 
Management System)：室内環境とエ
ネルギー性能の最適化を図るための
ビル管理システム。温度･湿度セン
サーや人探知センサーから送信され
たデータに基づき、空調･照明の運
転を制御。

○自動測定と既存方法による測定
の比較検証

・自動測定技術による連続測定と既存方
法による測定のデータ精度・測定位
置・代表性等に関する比較

※ 測定位置（空間分布）、測定回数
（時間変動）を考慮して測定

※ 用途、空調方式等、様々な条件の建
築物で測定

○IoTを活用した自動測定技術の調査

・自動測定技術の文献調査、情報収集

・専門家、企業にヒアリングやアンケート
（自動測定技術の開発動向、導入例等）

・特定建築物の管理技術者等にアンケート
（自動測定技術に関する認識、需要等）

・自動測定技術の海外の動向、導入事例調査

・特定建築物の管理技術者等にアンケート
（自動測定技術に関する認識、需要、導入例、測
定と維持管理の実態等）

○既存方法による測定と自動測定の長短
○自動測定が既存方法による測定と同等以上の精度を確保するために必要なセンサー精度、較正頻度、劣化、測定位

置、測定間隔、データ処理と解析方法等
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